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民税第2期
保険料第3期
8月31日

県・市
国民健康

　　納期
1

所
．
得
税
の
移
譲
に
よ
る
県
民
税
の
増
加

市
民
貌
の
親
率
は
県
下
一

住
民
税
（
個
人
の
市
町
村
民
税
、
県
民
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
は
日
ご
ろ

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
度
個
人

県
民
税
は
税
法
改
正
に
よ
り
増
額
さ
れ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
わ
け
は
次
の
改
正
内
容
に
よ
る
も
の
で
全
国
的
に
同
じ
方
式
に
ょ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
よ
く
趣
旨
を
ご
理
解
下
さ
い
ま
し
て
今
後
と
も
一

そ
う
納
税
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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万円税

え

ま
す
第
一
は

課
税
方
式
が
統

一
さ
れ
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

第
二
は
所
得
税

が
大
巾
に
減
税

さ
れ
、
こ
の
分

の
一
部
を
個
人

県
民
税
に
加
え

ら
れ
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
従

っ
て
こ
れ
に
伴

う
税
部
が
改
正

さ
れ
た
結
果
、

個
人
県
民
税
だ

け
を
見
た
場
合

は
相
当
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す

が
所
得
税
と
一

緒
に
み
た
場
合

は
総
合
負
担
額

で
は
軽
く
な
っ

て
い
ま
す
。
例

え
ぱ
夫
婦
、
子

供
三
人
で
昨
年

の
年
収
入
五
〇

万
円
の
給
与
所
得
者
の
場
合
は

税区分
　改　　正　　前
てその1の改正を含む） 改　　正

差

所　得　税 9，385円 6，308円 減3，077円

固人県民税 1，026 2，197 増　991

計！1・，川 8，505　減2，086

氏
い
看

青
色
専
従
者
一
人
に
つ
き
七
〇
〇
円

白
色
で
は
五
〇
〇
円
と
そ
れ
ぐ
大

巾
に
引
上
げ
し
ま
し
た
。
一
方
税
率

に
お
き
ま
し
て
も
別
表
の
と
お
り
．

十
日
町
市
で
は
県
下
二
〇
市
の
う
ち

の
最
低
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
所
得
ガ

大
巾
に
の
び
た
方
は
前
年
に
比
べ
税

額
増
と
な
り
ま
す
。

　
尚
徴
収
令
書
は
県
民
税
と
市
民
税

を
兼
ね
て
い
る
た
め
市
民
税
が
増
税

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が

計
算
は
別
六
に
し
て
あ
り
ま
す
の
で

も
う
一
度
お
ひ
ら
き
に
な
り
、
ご
了

解
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
今
後
一
層
市
税
の
納
付
に

ご
協
力
下
さ
い
。

　
ま
た
、
税
金
は
納
税
者
自
か
ら
市

の
窓
口
に
納
め
る
と
い
う
趣
旨
か
ら

戸
別
微
収
を
や
め
て
、
も
っ
ぱ
ら
未

納
者
に
対
し
て
は
文
書
に
よ
り
催
告

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
の

義
務
で
あ
り
市
民
の
義
務
で
あ
る
税

金
は
、
督
促
や
催
告
を
う
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
そ
れ
ぐ
指
定
さ
れ

た
日
（
納
期
日
）
ま
で
に
納
税
し
て

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
何
か

の
事
情
で
ど
う
し
て
も
一
時
に
納
税

で
き
な
い
場
合
は
、
か
な
ら
す
税
務

課
ま
た
は
出
張
所
に
お
い
で
い
た
y

き
、
ご
遠
慮
な
く
分
納
の
手
続
き
を

と
ら
れ
て
納
税
下
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
（
税
務
課
）

と
な
り
二
、
O
八
六
円
の
減
税
と
な

り
ま
す
。
十
日
町
市
の
市
民
税
は
昨

年
十
二
月
の
而
議
会
で
条
例
が
改
正

さ
れ
、
各
種
の
税
額
控
除
額
が
大
巾

に
引
上
げ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
と
も

一
人
に
つ
き
二
〇
〇
円
の
引
上
げ
、

各
市
市
民
税
所
得
割
税
率
表
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一
．
．
吃
　
●
繭
．
●
・
の

殺
慰
39
年
に
着
工

い臼1’P・一』’．

飯
山
線
ダ
イ
ヤ
の
箭
害
に
努
力

団
㎜
難
雛
懸
糊
心
雛
鵜

の
日
、
塚
田
知
事
を
は
じ
め
各
部
課

畏
ら
十
三
人
の
首
脳
部
は
正
午
に
来

市
、
早
速
、
市
役
所
職
員
一
同
に
挨

拶
を
済
ま
せ
た
あ
と
、
財
務
事
務
所
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雛
蝦

鐙、：壱＝溺

雛
㎜

ら
が
参
集
、
そ
れ
ぞ
れ
交
通
、
豪
雪

産
業
、
文
教
観
光
な
ど
地
域
の
重
要

事
項
に
つ
い
て
強
力
に
要
望
い
た
し

ま
し
た
。
以
下
は
地
域
の
主
な
要
望

灘難

夢

囎

7璽艦羅鰭
直㎝凹幽㎝　一、瀬藤

凝

9月9日に開催
　第6回市民体育大会

恒
例
の
第
六
回

市
民
体
育
大
会
は

九
月
九
日
に
開
か

れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
本
大
会

の
趣
旨
並
び
に
目

標
は
一
日
で
き
る

だ
け
多
く
の
巾
民

が
一
堂
に
会
し
て

親
睦
と
健
康
増
進

を
図
ろ
う
と
い
う

も
の
で
市
の
主
催

で
行
な
わ
れ
る
も

の
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
参
加

す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
大
会

の
実
施
要
領
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

一
、
日
時
闘
九
月
九
日
（
日
曜
日
）

　
午
前
八
時
二
十
分
か
ら
午
後
四
時

　
ま
で
。
雨
天
の
時
は
十
六
日
に
延

　
期
し
、
十
六
日
が
雨
の
場
合
は
中

止
で
す
。

二
、
会
場
“
十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ
ン

　
ド

三
、
表
彰
“
総
合
一
位
優
勝
旗
、
賞

　
状
、
カ
ッ
ブ
ニ
位
～
六
位
ま
で
は

　
賞
状
と
カ
ッ
プ
、
七
位
以
下
十
位

1
も
｝
も
Q
6

ま
で
賞
状

四
、
出
場
制
限
“
十
日
町
市
民
で
あ

　
り
、
一
人
二
種
目
以
内
で
ト
ラ
ッ

ク
、
フ
イ
ル
ド
競
抜
は
一
人
一
種

　
目
（
た
だ
し
リ
レ
ー
、
つ
な
引
き

は
除
く
）

五
、
①
ト
ラ
ッ
ク
競
技
②
フ
イ
ル
ド

競
技
③
継
走
④
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
種
目

六
、
申
込
み
∬
各
区
で
選
手
を
選
定

　
の
う
え
八
月
二
日
ま
で
事
務
局
に

申
込
む
。

事
項
に
対
す
る
県
側
の
答
弁
で
す
。

【
交
通
問
題
に
つ
い
て
】
飯
山
線
の

改
善
問
題
は
な
か
く
む
す
か
し
い

困
難
な
問
題
だ
。
越
後
川
ロ
ー
十
日

町
間
の
準
急
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
通
す
考

え
は
国
鉄
新
潟
支
社
に
打
診
し
て
み

た
が
、
川
口
i
十
日
町
駅
構
内
に
信

号
機
な
ど
の
施
設
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
上
越
線
の
ダ
イ
ヤ
が

限
界
に
達
し
て
い
る
の
で
す
ぐ
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
県

と
し
て
は
長
岡
駅
で
十
日
町
か
ら
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
準
急
米
山
に
併
結
運

行
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
も
ら
い
た

い
と
願
っ
て
い
る
。

柏
崎
1
－
会
津
若
松
線
は
明
年
度
か
ら

国
道
に
切
替
え
ら
れ
る
の
で
三
九
年

度
に
完
成
し
た
い
．

直
江
津
－
六
日
町
線
の
八
箇
ト
ン
ネ

一
ル
は
三
九
年
に
着
工
し
た
い
。
県
道

十
日
町
－
羽
倉
線
は
学
童
の
通
学
が

で
き
る
よ
う
ス
ノ
ー
セ
ッ
ト
施
設
を

計
画
し
て
い
る
。

主
要
地
方
道
高
田
ー
六
日
町
線
は
三

一
九
年
ま
で
一
二
万
立
方
麿
の
土
木
作

「一
業
を
完
了
翌
年
は
十
二
峠
の
ト
ン
ネ

一
ル
妻
始
め
る
よ
う
努
力
す
る
．

一
【
豪
雪
対
策
に
つ
い
て
】
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
積
寒
知
事
会

と
積
雪
連
合
会
な
ど
各
団
体
を
統
合

一し、
新
た
に
雪
害
対
策
協
議
会
を
作

っ
て
強
力
に
計
画
を
進
め
た
い
。

参
院
選
投
票
成
績
優
良
の

　
　
　
　
第
三
投
票
所
な
ど
表
彰

　市選

挙
管
理
委
員
会
は
さ
き
に
行

な
わ
れ
た
参
院
選
挙
に
お
い
て
投
票

成
績
の
優
秀
だ
っ
た
投
票
所
に
対
し

去
月
三
十
日
次
の
と
お
り
表
彰
を
行
・

な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
の
基
準
は
有
権
者
数
に

よ
り
最
高
投
票
率
の
地
区
を
対
象
と

し
た
も
の
で
有
権
者
二
〇
〇
人
未
満

で
は
九
九
％
、
二
〇
〇
～
五
〇
〇
人

八
五
％
、
五
〇
〇
～
一
、
O
O
O
人

八
○
％
、
一
、
O
O
O
人
～
二
、
O

．
○
○
八
七
五
％
、
二
、
O
O
O
以
上

七
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
表
彰
さ
れ
た
投
票
所

　
第
三
投
票
所
（
十
日
町
）

　
第
十
投
票
所
（
新
座
地
区
）

第
十
一
投
票
所
（
大

井
田
地
区
）
第
三
十

二
投
票
所
（
名
ヵ
山

地
区
）
　
第
四
＋
四

投
票
所
（
鍬
柄
沢
地

区
）

▽
表
彰
さ
れ
た
投
票
管

理
者

野
上
忠
吉
、
柳
栄
三

郎
、
池
田
作
三
、
樋

　熊徹、

阿
部
民
男
、

　樋口

五
平
、
上
村
誠

　
作
、
羽
根
川
良
男
、
関

　
口
秀
夫
、
藤
田
幸
作

　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
一

な
お
表
彰
さ
れ
た
各
投
票
所
と
も
贈
｝

ら
れ
た
賞
品
（
柱
時
計
、
テ
ー
ブ
㎝

ル
）
は
各
地
区
の
学
校
に
そ
れ
ぐ
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

寄
贈
い
た
し
ま
し
た
、

中
、
小
企
業

　
融
資
施
設
改
善
資
金
貸
付

　
中
小
企
業
の
助
成
策
の
一
つ
と
し

て
新
潟
県
中
小
企
業
福
祉
施
設
改
善

資
金
貸
付
を
つ
ぎ
の
要
綱
に
よ
り
八

月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
貸
付
対
象
者
　
県
内
に
事
業
所
を

　
有
し
、
常
時
使
用
の
従
業
員
三
千

　
人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
三
軸

　
十
人
）
未
満
の
事
業
主
。

◎
貸
付
対
象
施
設
　
資
金
の
貸
付
対

　
象
施
設
は
①
事
業
所
内
の
宿
泊
施

　
設
、
休
け
い
室
、
自
転
車
置
場
、

　
図
書
室
、
そ
の
他
従
業
員
の
た
め

　
の
福
祉
施
設
の
新
設
、
改
築
及
び

　
増
築
。

◎
事
業
所
内
の
食
堂
、
調
理
場
、
洗

　
面
所
、
更
衣
整
、
浴
場
、
．
便
所
、

そ
の
他
、
保
健
衛
生
施
設
の
新
設
、

改
築
及
び
増
築
。

◎
貸
付
限
度
　
資
金
の
貸
付
に
は
一

　
企
業
に
つ
き
五
十
万
円
以
内
と
す

　
る
。

◎
償
還
方
法
　
金
融
機
関
の
定
め
る

　
と
こ
ろ
に
よ
り
（
据
置
期
間
一
年

　
を
含
め
、
償
還
期
隈
四
年
以
内
の

　
制
限
償
還
）

計
量
器
の
定

期
検
査

　
計
量
器
の
定
期
検
査
が
つ
ぎ
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
当
日
計
量

器
を
ご
持
参
の
う
え
受
検
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
尚
過
日
計
量
器
検
査
の
受
検
届
け

を
し
な
い
方
も
受
検
す
る
こ
と
が
で

ま
す
か
ら
計
算
器
を
お
持
ち
の
方
は

必
す
受
検
し
て
下
さ
い
。

　
（
実
施
期
日
、
検
査
場
、
受
付
時
間

検
査
実
施
の
区
域
は
次
の
と
お
り
）

一
▽
九
月
＝
一
一
日
　
十
日
町
蚕
糸
株
式

会
社
八
時
三
十
分
～
四
時
ま
で
（
本

町
一
丁
目
、
本
町
二
丁
目
、
本
町
三

丁
目
、
宮
之
下
棄
区
、
諏
訪
町
、
神

明
水
野
m
若
宮
町
、
学
校
町
、
田
川

町
、
川
原
町
、
田
中
町
）

▽
九
月
一
四
日
　
十
日
町
蚕
糸
株
式

会
社
八
時
三
十
分
～
四
時
ま
で
（
袋

町
、
西
寺
町
、
昭
和
町
、
高
田
町
、

関
口
加
賀
糸
屋
町
、
泉
町
栄
町
、
本

町
四
丁
目
、
本
町
五
丁
目
）

▽
九
月
一
五
日
　
十
日
町
蚕
糸
株
式

会
社
八
時
半
～
四
時
ま
で
（
西
浦
東

区
、
江
道
、
大
池
、
猿
倉
、
津
池
、

駅
通
り
、
稲
荷
町
、
本
町
六
丁
目
、

宇
都
宮
、
春
日
町
、
島
）

▽
九
月
一
六
日
　
水
沢
地
区
公
民
舘

八
時
半
～
四
時
ま
で
（
旧
水
沢
一

円
）▽

九
月
一
七
日
　
川
治
地
区
公
民
舘

八
時
半
～
一
一
時
ま
で
（
川
治
地
区

▽
九
月
一
七
日
　
吉
田
出
張
所
（
一

時
半
～
四
時
ま
で
（
吉
田
地
区
）

▽
九
月
一
八
日
　
中
条
出
張
所
九
時

　
～
四
時
ま
で
（
中
条
地
区
）

▽
九
月
一
九
日
　
下
条
出
張
所
九
時

～
四
時
ま
で
（
下
条
地
区
）

選
挙
管
理
委
員
会

交
代
届

「
退
職
」
　
布
川
†
三
九
（
三
七
・

　
　
　
　
七
・
三
一
日
）

「
就
任
」
　
斉
木
　
重
義
（
三
七
・

　
　
　
　
八
・
一
日
）

九
月

日
か
り
交
通
止

十
日
町
橋
修
理

　
前
号
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
十
，

日
町
橋
の
修
理
に
よ
る
車
輌
通
行
止

め
は
九
月
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
八
月
中
の
お
盆
帰
り
そ
の
他
で

交
通
量
が
多
い
た
め
特
に
延
期
さ
れ

た
も
の
で
こ
ん
ど
の
通
行
禁
止
期
間

は
九
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
二

十
日
間
で
あ
り
ま
す
が
歩
行
者
は
通

行
で
き
ま
す
。
な
お
通
行
禁
止
期
間

は
今
後
変
更
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
お

合
み
下
さ
い
。

X
N
￥
N
N
￥
N
ミ
§
§
ミ
ミ
N
N
髪
N

懇
市
役
所
業
務

聡
器
｝
午
後
－
時
ま
で

8
晶
日
（
水
）
一
休
み

8
月
16
日
（
木
）
鴇

8
月
27
日
（
月
）
休
み

§
N
ミ
ミ
N
§
N
N
N
、
N
N
N
N
N
N
N
ミ
N
§
ミ
N
N
￥
N
§
§
§
§
N
§
N
N
ミ
　
．

詔　
　
シ
テ
ィ
カ
ラ
人
市
色
）
募
集

　
国
旗
に
色
が
あ
り
、
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
（
校
色
）
が
あ
る

　
よ
う
に
十
日
酊
に
も
十
日
町
を
象
徴
す
る
よ
う
な
色
が
欲
し
い
も

　
の
で
す
。
今
や
雪
と
織
物
の
街
と
し
て
全
国
に
そ
の
麗
名
を
は
せ

　
て
い
る
十
日
町
市
に
ふ
さ
わ
し
い
色
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
選

　
ん
で
頂
き
、
こ
れ
を
シ
テ
ィ
カ
ラ
ー
（
市
色
）
と
し
て
制
定
す
る

　
　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
別
記
要
領
で
多
数
の
応
募
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

　
　
　
　
　
募
　
集
　
要
　
領

　
左
記
十
二
色
の
中
か
ら
一
色
選
定
し
ハ
ガ
キ
で
御
応
募
下
さ
い

　
　
一
あ
　
　
か
　
二
だ
い
だ
い
　
三
き
だ
い
だ
い

　
　
四
き
い
ろ
五
き
み
ど
り
六
み
ど
り

　
　
七
あ
お
み
ど
り
八
み
ど
り
あ
お
九
あ
　
　
お

　
　
十
あ
お
む
ら
さ
き
十
一
む
ら
さ
き
　
十
二
あ
か
む
ら
さ
き

　
　
審
査
最
大
数
の
応
募
の
色
を
参
考
に
山
崎
幸
雄
先
生
（
日
本
流

　
　
行
色
研
究
所
理
事
）
よ
り
補
色
し
て
貰
う
。

　
　
締
切
八
月
二
十
日
　
発
表
十
月
初
旬

　
　
表
彰
一
等
　
（
醐
名
）
　
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
多
数
の
色
に
投
票
し
た
人
を
抽
せ
ん
）

　
　
　
　
　
入
選
（
十
名
）
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
多
数
の
色
に
投
票
し
た
人
を
抽
せ
ん
）

　
　
宛
先
十
日
町
商
工
会
議
所
内

　
　
　
　
　
十
日
町
青
年
会
議
所
シ
テ
ィ
カ
ラ
；
事
務
局

　
§
§
N
N
N
ミ
N
X
X
X
＼
＼
N
＼
＼
＼
X
N
N
N
N
＼
＼
N
§
N
N
＼
N
N
N
X
N
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
N
＼
＼
N
X
N
＼
N
N
N
N
N
N
N
N
N
X
N
X
N
N
N
X
X
N
§
§
」

懸蕪聾継轄　
　
　
　
　
以
内
に
市
役
所
の
市
民
課
叉
は
出
張
所
に
届
出
て
下

　
　
入

　
　
　
　
　
い
。

　
　
加

　
　
　
　
　
1
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
脱
退
し
た
場
合

　
　
の

　
　
　
　
　
2
、
転
出
転
入
、
叉
は
町
内
住
所
の
異
動
の
場
合

　
　
保

　
　
　
　
　
3
、
世
帯
変
更
の
場
合
及
び
氏
名
変
更
の
場
合

　
　
　
　
　
叉
出
主
は
十
四
日
以
内
、
死
亡
は
七
日
以
内
に
届
出

　
　
国
㎜
　
　
　
　
　
さ
い
。

　
　
以
上
の
届
出
手
続
き
を
し
な
い
と
法
に
よ
る
罰
則
が
あ
る
ば
か

繋犠擁礁糞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
t
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第70号 市報とおかまち昭和’ゆ年8月10日（金艘日）（昭和32年6月5日第三種郵但物認可）一2一

’財☆政欝み1 嬬’せ
∞　

特別会計
（6月末現在）

一般会計
当　初　予　算 413，758干Pl

6月　末　予　算 541，491

収　入　済　額 117，672
支　出　済　額 88，855

執行率
　　　16．4％

収入率

オ

宏
ロ

総
円
算
千

　
　
　
　

予
9

　
　
　
4

L
量
、

．
言
脚
　
　
，

　
　
　
1

会
4

　
　
　
5

般
、
弧

1．8％

オ

“一

会　　　計　　　名 総　　　額 比率

国民健康保険 　　千円
69，244 49．2

直　営　診　療　所
17，052 12．1

上　　　水　　　道 36，862 26．2

公　　益　　質　　屋
4，057 2．9

と　　　畜　　　場
614 0．5

吉　田簡易水道 9，320 6．6

水沢地区簡易水道 1，607 1．1

当間地区簡易水道 2，000 1．4

計
140，756 100

性質別分析表

暑中お見舞申し上げます

＋日町市長村山謙吉
＋日町市議会議長樋口政太郎

市税分・析暑モ

一155一’



3 第70号 市報とおかまち昭和37年8月10日（金曜日）
　　　　　　　　　　　　　　　‘

（昭和32年6月5日第年種郵便物認可）

十日町市告示第39号

　　地方自治法矛224条矛1項の規定に基く「十日町市財政事情の作成

　　及び公表に関する条例」の定めるところにより　昭和37年1月1日

　　より同年6月30日までの間における本市の財政事情を公表します

　　　　　　昭和37年8月1日

　　　　　　　　　　　　　　＋日町市長村山謙吉

■
●
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o
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●
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．
●
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、
●
　
●
θ
●
　
●
　
●
　
●

・
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9
●
，
。
●
●
．
b
…
●

噛
●
箇
鳳
嘉
ご
緊
●

蛾
●
憲
」
頃
●

…
ヨ
曙
解
；
・
ー

・
o
端
●
　
　
●
●
、
●
仙
●

●
一
●
㌧
o
，
‘
曜
σ
一
●
…
●

蹴
願
鞘
》
ぬ
簸
騨

●
噸
亀
砺
馨
；
’
●
・
●

し
剛
魅
．
、
も
『
，
、
驚
歪
試
も
　
．

●
中
●
　
　
　
’
　
●
噛
●
・

愚
蜘
溺
℃
特
、
湘
溺
源

●
ρ
●
●
噛
●
…
　
蜘
●
噺
9

灘
，
親
麗
騰

・
ゆ
・
課
●
㊥
●
…
●
卿
●
．
●

●
…
●
　
　
　
　
．
●
ゆ
●
．

　
塾
＝
嫡
亀

謙
μ
鷺
樽
籐
．
厭

●
蜘
・
　
・
、
　
，
　
、
●
脇
●
．

●
卿
●
．
●
蜘
●
．
●
…
●
．
●

瀞
．
㎜
轟
．
嚇
．
．
．
．

騰
軽
賄
翻

●
…
●
．
●
　
●
，
●
靖
●
9
●

●
酌
●
咄
●
面
●
…
●
甲
●
…
●

略
馳
ー
噛
◎
噂
9
鮎
．

●
所
●
噛
　
●
．
ρ
噛
●
、
●

監
覧
，
細
（
脚
買
－
…

鵬
騰
門
盈
認
騰

麟
堕
溺
蹴
、
．
．
．
騎
騨

麗
　
瑳
繁
濁
・
順
●

サ
　
　
　
　
ヨ
き
り

㎜∞

糠
…
　
　

灘
灘

購
羅
臨
欝

欝灘

虚
　
ψ0
　
3
5
　
30
　
お
　

⑳
　
1
5
　
田
　
5
　
ー
η

月別オ入オ出額表

収人　●o●●●一

支出　一■■■■9

　　　　　」　　　　ノ　　　σ●　　　oo　　　∂　　ρ●σ
　ρ9ρ
ρ’

の9

　　　　　0’曹

　　　　θ　　　000　　　0φ　　σ9　　ρρ
　ρρρρ
oρ

グ
　
　
の
σ

　
　
　
ノ

　　9　　ρσ
　・ρσσ
●6σ

oのo

　’　■　0　900∂

4　　　5　　　6 7　8　9　10　監1　12　1　2　3　4　5昌

一一　般　会　計　　は　！ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市役所費
　　　　　38．4％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．9％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65，009　　　　　　　　　　　　　　　　　、社会及％
　　　　　　　　　　　　　　　　　労働施設費i須
　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．7％亥
　　　　オ入　　　．　55，712笏’オ

　　　　　倒　懸繍3・照　産業経1斉費　千円
揚殊　　　　甥凱1麟。、、，、

鰯鱗耀鉱．繰越・…購繋
　　　　　　　　　　　　　　20，551千Pl　　雪…

　　　　42＆430　●●・・●’22・227　　　　407，879

膿縁礎藻欝　 ．，三……畜、三三土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
．
．

瓢
鯉
雛

　
　
　
の
聴
聲
罵
9
3
罷
一

醗繍．．、標　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

p
　
　
　

出

　　　　その　・
　　保健衛生費2．8％

．，蒙纏欝

消’5．5％…葦巡
防　22，404
費
鴨6．1％

市税分析表
　2　　4　　　6　　　8 10チノノμ1

市　昆　税

特別会計は！〆

固定資産税

たばこ消費税

（千円）

差　　引議　業　名 オ　　入 オ　　出

国民健康保険 49，403 46，040 3，363

診　　療　　所 街．403 9，622 一5，219

」二　水　　道 25，737 38，943 △13，206

公　益　質　屋 2，634 2，958 ム324

と　　畜　　場 642 542 100

吉田簡易水道 100 38 62

24・727

電気ガス税

目的税その他

目　的　別

市　債　は　！ノ

昭和36年度　一世帯当り

　市税負担額　20，741円

借　入　先

6
4
2
0
8
6
4
2

才出性質別分析表

物　　雑　　扶　　補

　持件　　　修　　助　　　助
　￥，一i
費　　　費　　費　　　費

市有財産の状況

そ
　
の
　
他

建
設
事
粟
費

種　　別 面　　積 　　『金　　額　　備　　考

　　i
土　　　地

　　錫2
13，271，168

千円ll1

建　　　物 191，194

現金及び
有価証券

　　し
11．6521

　　1

アk　　i亘　　イ責　　　　113，967

レ　　　　　　　　　サ　　　スス

　　　　　　　53．3％

●

　　　　　　　総　額
　　　　へ　　　　　　　　　千円
　　　　　　　　　　　　その他11，947

，大　蔵　省 168，327

　　’7旦7％．

総　額

　　千円
213，959

一
公
営
企
業

蒲環
　23，338
　10．9％’

昭和36年度

　市民1人当り
　市税負担額3，916円

・一156一



昭和37年8月10日（金曜日）（昭和32年6肩5日第三翻郵便物認可）一4一ちまか8と市

イ
モ
チ
病
に
注
意

　
　
　
　
　
　
　
適
期
刈
取
を
計
画
的
に

連
日
の
暑
さ
で
こ
と
し
の
稲
も

大
分
立
ち
直
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
が
後
半
戦
の
勝
負
の

見
ド
コ
ロ
で
す
。
何
し
ろ
稲
作
り
は

天
候
如
何
で
勝
負
が
決
ま
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
の

天
候
と
病
害
虫
の
出
方
で
決
ま
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
り

、
り
て
こ
と
し
の
こ
れ
か
ら
の
病
害

F
め
予
想
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

首
枝
梗
い
も
ち
病
多
目
の
発

生
で
と
く
に
山
間
、
山
沿
地
帯
で
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　
対
策
と
し
て
は
一
斉
集
団
防
除
が

第
一
で
穂
ぱ
ら
み
期
か
ら
穂
ぞ
ろ
い

期
ま
で
の
間
一
～
二
回
、
水
銀
剤
か

ま
た
は
ブ
ラ
エ
ス
剤
を
撒
い
て
下
さ

い
。
一
〇
ア
ー
ル
当
り
液
剤
は
＝
一

〇
拷
～
一
五
〇
麹
、
粉
剤
は
三
～
四

’
屡
。
ま
た
今
年
は
モ
ン
ガ
レ
病
が

遅
れ
て
出
て
お
り
ま
す
の
で
モ
ン
ガ

レ
病
の
常
発
地
帯
は
混
合
剤
を
撒
く

　
ハ
る
ヨ
ヨ
ヨ
き
と
ぽ
コ
き
　
ロ
　
　
ヨ
る
コ
ヨ
ヨ
き
ほ
ヨ
ロ
　
コ
ロ
　
ヨ
コ
コ
コ
ニ

脚
　
　
　
　
新
潟
県
農
業
の
主
体
と

四
　
　
　
と
な
っ
て
い
る
米
作
り
の

’
酬
　
　
　
　
振
興
こ
そ
、
本
県
に
お
け

叩
　
　
　
る
最
も
重
要
な
問
題
で
あ

”
　
　
　
り
ま
す
。

噸
　
米
づ
く
り
の
目
的
は
、
土
地
改

…
良
を
中
心
と
し
た
生
産
基
盤
の
整

岬
備
が
先
す
行
な
わ
れ
、
産
米
の
品

噺
質
を
よ
く
し
て
、
消
費
者
の
要
望

一
　
に
応
え
る
と
共
に
へ
増
収
に
よ
っ

…
騒
矯
縮
暮
髪
鰭
礪

喋
す
．

“
　
　
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

第70号

一
”巳一一9”曜量Il“”一”一じ隔1『

』
”
．
置
口
●
9
1

「
日
本
一
う
ま
い
米
づ
く
り
県
民

運
動
」
を
展
開
し
．
広
く
県
民
の

協
力
を
お
願
い
し
て
、
質
量
共
に

米
作
新
潟
県
の
名
声
を
高
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
本
年
四
月
か
ら
展

開
し
て
い
る
訳
で
す
が
、
優
良
な

　
0
■
一
●
■
一
曾
・
口
9
”
0
■
0
騨
一
甲
9
一
一
願
9
■
0
膚
臼
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0
0
．
・
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の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
こ
の
場
合

は
砒
素
の
薬
害
を
考
え
て
出
穂
前
に

撒
く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
そ
の
他

発
生
田
は
早
期
落
水
し
な
い
よ
う
注

意
が
大
切
で
す
。

二
化
メ
イ
虫
（
二
期
化
）
こ
と

し
は
鰻
盛
期
は
お
く
れ
気
味
で
八
月

十
日
頃
の
見
込
み
で
す
。
発
餓
量
は

全
般
に
少
な
目
で
す
が
、
局
部
的
に

多
発
し
ま
し
ょ
う
。

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
、
ア
オ
ム
シ

　
最
近
発
生
が
多
少
丁
う
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
は
っ
き

り
し
た
予
想
は
立
て
に
く
い
で
す
が

今
後
の
発
生
に
十
分
注
意
し
て
下
さ

い
．こ
れ
か
ら
の
米
作
り

水
管
理
　
幼
穂
形
態
期
以
降
の
蟹
糸

と
水
は
こ
れ
か
ら
の
必
要
量
を
十
分

に
与
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
．
根
の

減
少
を
喰
い
止
め
、
健
康
を
保
持
し

水
と
共
に
広
い
部
分
か
ら
栄
養
吸
収

を
さ
せ
ま
す
と
稔
実
を
よ
く
し
千
粒

重
が
増
え
ま
す
。
落
水
は
乾
田
で
は

出
穗
二
十
五
日
後
、
温
田
で
は
出
穂

十
五
日
後
（
傾
穂
期
）
頃
か
ら
に
し

ま
し
ょ
う
。
来
年
の
た
め
に
「
ヒ
エ

抜
き
を
二
～
三
回
忘
れ
な
い
よ
う
実

行
し
ま
し
ょ
う
。

追
期
刈
取
　
刈
取
り
が
お
そ
い
と
胴

割
米
、
条
米
、
穂
発
芽
を
多
く
し
て

品
質
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
米
質
を
良

好
に
す
る
適
期
刈
取
は
計
圃
的
に
品

種
別
に
刈
取
期
を
決
め
て
お
き
、
一

一
時
に
刈
取
り
が
出
来
な
い
か
ら
、
や

一
や
早
刈
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

．
乾
燥
調
整
　
乾
燥
と
調
整
を
よ
く
し

て
上
位
等
級
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
九
月
下
旬
頃
迄
な
ら
乾
燥
剤

　
（
デ
シ
コ
ー
ン
）
を
撒
布
す
れ
ば
、

徹
布
四
臼
位
経
過
後
の
脱
穀
で
籾
水

分
が
一
七
～
一
八
％
位
に
な
り
ま
す

そ
の
後
一
回
の
莚
干
で
も
水
分
は
｝

四
～
一
五
％
位
に
な
り
ま
す
。
県
で

一
勧
励
し
て
い
る
極
杭
乾
燥
は
籾
だ
け

の
水
分
が
一
八
％
位
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
常
温
通
風
乾
燥
機
で
乾
燥

・
す
れ
ぱ
一
番
よ
い
，
棒
杭
乾
燥
後
莚

干
も
出
来
て
効
果
が
大
き
い
乾
燥
後

の
調
整
を
よ
く
し
更
に
整
粒
を
よ
く

｝
す
る
た
め
、
県
農
試
で
勧
め
て
い
る
一

　
　
ー
蜜
艦
睾
8
曹
…
！
1
　
　
9

中
学
校
に
も
特
殊
学
級

　
　
　
　
　
小
中
一
貫
の
特
殊
教
育
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騨
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騨

品
種
の
撰
択
（
昭
和
三
十
八
年

用
）
や
刈
取
、
乾
燥
、
調
整
等
う

ま
い
米
づ
く
り
に
重
要
な
季
節
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
農
家
の
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

運
動
目
標

　
脚
、
品
質
改
善
対
策

　
　
e
品
種
の
統
一
を
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
日
本
　
聞

　
　
　
「
う
ま
い
米
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
民
運
動

　
り
ま
し
よ
。
つ

特
に
越
路
早
生
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

越
栄
、
越
か
お
り
、
十
秋
楽
、
初

祝
も
ち
、
こ
が
ね
ち
の
七
品
種
を

重
点
と
し
て
な
る
べ
く
数
品
種
に

し
ぼ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
級
が
新
設
さ
れ
て

　
十
日
町
中
学
校
佐
藤
学
級

　
十
日
町
中
学
に
佐
藤
学
級
と
し
て

特
殊
学
級
が
開
設
さ
れ
て
既
に
数
ヵ

月
経
過
致
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
小

学
校
の
木
の
芽
学
級
に
ひ
き
つ
寮
き

こ
こ
で
小
中
一
貫
し
た
特
殊
教
育
が

行
な
わ
れ
る
わ
け
で
、
こ
れ
も
地
元

の
方
六
の
熱
意
に
よ
る
も
の
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
⇔
健
康
な
稲
づ
く
り
を

　
轡
り
ま
し
よ
う

①
多
窒
素
栽
培
を
や
め
る
こ
と
。

②
合
理
的
な
施
肥
設
計
で
病
害
虫

を
出
さ
な
い
栽
培
に
し
ま
し
よ
う

⑨
病
害
虫
を
早
目
に
駆
除
し
て
経

費
の
節
約
を
は
か
り
ま
し
よ
う
。

　
㊧
刈
取
、
乾
燥
、
調
整
の

改
良
米
選
機
を
使
用
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
調
整
後
量
目
を
適
正
に

し
、
包
装
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

一
黒
種
統
｝
　
消
費
者
に
好
ま
れ
、
商

一
品
性
の
高
い
し
か
も
土
地
の
気
候
風

土
に
適
し
た
良
質
多
収
品
種
の
県
奨

一
励
品
種
の
う
ち
か
ら
七
品
種
（
越
路

早
生
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
越
栄
、
越
か

お
り
、
千
秋
楽
、
初
祝
も
ち
、
こ
が

一
茎
套
と
し
て
馨
来

年
は
作
付
増
加
を
は
か
り
ま
し
ょ
う

こ
れ
ら
の
品
種
六
子
は
各
地
の
採
種

団
に
沢
山
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
申
込

じ

嚢
す
馨
震
協
で
あ
っ
せ

ん
配
布
し
て
く
れ
ま
す
。

　
味
の
よ
い
、
乾
燥
も
十
分
、
目
切

一
の
し
な
い
璽
包
装
霊
派
粂
を

｝
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
・
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8
曹
6
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塵
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｝
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；
露
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ー
肇
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農

『　最
初
に
開
級
し
た
当
時
は
、
子
供

達
も
「
自
分
た
ち
も
中
学
で
勉
強
で

き
る
。
」
と
い
う
嬉
し
さ
と
、
新
し

い
学
校
だ
と
い
う
不
安
を
も
っ
て
い

ワ

一
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
学

…
級
の
子
供
た
ち
の
能
力
に
応
じ
う
る

歪
星
校
の
行
謹
盆
す
る
よ

｝うに
し
、
努
め
て
不
安
心
を
と
り
除

｝
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
職
昌
の
方
六

『
の
理
解
も
え
ら
れ
、
叉
中
学
生
徒
等

O
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鵬
一

　
　
適
期
が
あ
る
の
で
刈
お
く
れ
と
な
　
一

　
　
ら
ぬ
よ
う
、
或
は
過
乾
に
な
ら
ぬ
　
唖

　
　
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
　
　
　
㎞

　
　
　
二
、
生
産
性
向
上
対
策
　
　
一

　
　
　
　
e
地
力
の
塘
養
を
は
か
脚

　
　
　
　
り
ま
し
よ
う
　
　
　
　
嘲

　
　
有
機
物
の
増
施
が
大
切
で
す
特
に
　
岬

　
　
こ
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
推
既
肥
　
曲

　
　
の
増
産
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
　
　
蜘

　
　
　
　
口
省
力
栽
培
の
実
施
　
　
曜
．

　
　
謡
⑰
議
鞠
伽
騨
璽
錬
｝

　
　
機
械
化
体
系
建
て
る
た
め
各
試
｝

　
　
魅
機
関
で
研
究
を
つ
づ
け
る
予
定
　
伊

　
改
善
を
は
か
り
ま
し
よ

　
．
つ

①
刈
取
計
画
の
樹
立

②
棒
は
ざ
の
利
用
と
通
風
乾
燥
機

の
利
用
。

③
改
良
米
撰
機
の
普
及

な
ど
に
重
点
を
お
き
、
品
種
毎
に

で
す
。

　
以
上
が
、
米
づ
く
り
日
本
一
運

動
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
、
こ
の
運

動
を
進
め
る
た
め
、
各
郡
市
町
村

毎
に
連
緒
協
議
会
が
設
置
さ
れ
強

力
な
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

の
偏
見
も
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
朝

会
の
場
に
気
お
く
れ
な
く
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
頃
行
な
わ

れ
た
夏
期
訓
練
に
は
学
級
全
員
が
津

南
班
に
所
属
し
、
そ
れ
ぐ
の
キ
ャ

ン
ブ
に
分
散
し
て
、
無
事
帰
っ
て
来

ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
嬉
し
い
か
ぎ
り

で
し
た
。
子
供
達
の
毎
日
は
明
か
る

く
、
何
ご
と
も
実
に
真
面
目
で
生
一

本
で
す
。
こ
の
よ
う
に
気
分
、
子
供

の
性
質
を
解
放
さ
せ
て
や
る
の
が
特

殊
掌
級
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
現
況
は
学
級
が
開
設
さ
れ
た
ぱ
か

り
で
教
材
教
具
も
あ
ま
り
な
く
、
何

も
不
充
分
で
す
が
、
予
算
も
い
た
y

き
こ
れ
か
ら
充
実
し
て
い
こ
う
と
い

う
心
構
え
で
す
。

　
中
学
で
は
特
に
社
会
に
出
る
こ
と

を
前
提
に
し
だ
学
級
経
営
に
な
り
ま

す
。
従
っ
て
授
業
の
三
分
の
一
が
現

在
こ
の
よ
う
な
職
業
に
つ
く
た
め
の

機
能
訓
練
に
費
や
さ
れ
て
お
り
ま
す
”

そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
何
と

い
っ
て
も
社
会
の
理
解
と
暖
か
い
心

一
使
い
が
必
要
で
す
。
今
年
度
末
に
は

二
名
が
卒
藁
し
て
新
し
く
社
会
に
出

一
る
わ
け
で
す
が
、
特
殊
学
級
に
い
た

一
こ
と
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
だ
け

夏
力
を
建
建
い
と
同
時
経

｝
の
万
々
の
理
解
を
お
願
い
し
た
い
と

一
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
と
も
が
一
般
学
級
に
も
相
当
数
い
る

の
で
、
そ
の
原
因
を
し
ら
べ
如
何
な

霧
法
で
指
響
れ
遁
が
僧

停
救
済
で
き
る
で
ろ
う
カ
、
そ
し
て
レ

斎
覆
萎
葉
れ
る

よ
う
に
指
導
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
の
芽
学
級
は
こ
ん
な
意
味
か
ら
出

来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
学
級

が
人
間
尊
重
の
趣
旨
、
教
育
の
機
会

均
等
の
立
場
か
ら
設
け
ら
れ
て
県
下

で
は
小
学
校
六
七
、
中
学
校
一
三
計

薮
学
馨
り
ま
し
た
．
今
ま
で

・
当
校
で
委
託
を
う
け
て
い
ま
し
た
中

「鐘
を
の
度
吉
町
睾
校
に
特

殊
学
級
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
義
務

　
す
く
す
く
と
育
つ

「
木
の
芽
学
級
」

一
　
　
＋
日
町
小
学
校

ロ

一
人
と
し
て
万
人
共
通
の
過
程
を
た

｝
ど
り
、
こ
の
世
に
生
を
う
け
た
に
も

『
か
か
わ
ら
す
、
遺
伝
、
環
境
、
疾
病
そ

霧
条
縞
約
さ
れ
舞
な

｝
子
ど
も
即
ち
知
能
が
低
い
と
か
、
性

、
格
が
ゆ
が
ん
で
い
る
と
か
、
学
業
が

一・
進
ま
な
い
と
か
、
身
体
が
虚
弱
又
は

．
不
具
で
あ
る
と
か
で
、
本
人
は
も
ち

一・
論
、
両
親
兄
弟
の
精
神
的
経
済
的
な

一
悩
み
負
担
は
全
く
同
情
に
た
え
な
い

瀬
が
あ
り
り
ま
す
ど
の
種
の
子
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教
育
一
貫
し
た
教
育
が
出
来
る
よ
う
｛
皿

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
民
各
位
…
…

の
御
理
解
と
市
御
当
局
の
お
骨
折
り
…
…

の
お
か
げ
で
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
鵬

“
中
学
生
の
眼
“

ま
い
に
ち
の
生
活
の
中
で
、
中
学
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

れ
ぱ
、
こ
ん
な
こ
と
を
直
す
ぐ
ら
い

の
お
金
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

人
現
場
や
犯
罪
場
面
な
ど
、
あ
く
ど

い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近
頃
は

N
H
K
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
う
い

う
場
面
は
さ
け
る
よ
う
な
運
動
が
行

皿
…
鞭
繊
輔
灘
㎜
鎚
鵬
複
軽
凝
嚢
羅
勝
錫
燃
珊
鱗
鍵
雛
繧
難
疏
灘
翼

じ
独
培
き
る
よ
2
し
た
レ
患
冨
養
生
箋
毒
蓑
わ
れ
は
・
ど
う
に
も
蓑
い
と
思
い
ま
に
、
み
ん
な
の
力
遥
し
て
レ
こ
う
そ
こ
で
私
の
言
挨
の
は
、
私

㎝
い
ま
す
今
後
吉
町
に
も
睾
校
算
論
大
会
の
中
か
ら
、
二
蓼
え
す
・
　
　
　
　
じ
ゃ
あ
呈
せ
ん
カ
．
　
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
番
組
を
、
ど
の

を
摩
業
し
た
も
の
を
入
れ
る
施
設
を
…
…
ら
ん
で
み
た
。

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

木
の
芽
が
夏
の
炎
天
に
も
し
ぼ
ま
ぬ
…
㎜

よ
う
に
ー
。
　
　
　
　
　
　
…
…

　
』
隻
●
§
　
　
　
二

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
　
…
㎜

リ
ア
予
防
接
種
　
　
、
㎜

　
本
年
度
の
予
防
接
種
が
九
月
に
入
”
”

（
・
て
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
該
当
者
は
協

も
れ
な
く
接
種
い
t
し
ま
し
ょ
う
。
協

　
〔
第
一
期
〕
該
当
者
　
　
　
　
　
．
．

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
で
川
…

昨
年
初
回
を
完
了
し
な
い
も
の
（
三
…
㎜

回
接
種
す
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
〔
第
二
期
〕
該
当
者
　
　
　
　
　
卿
…

昭
和
三
十
六
年
に
第
一
期
と
し
て
三
…
…

回
接
種
し
た
も
の
（
主
と
し
て
昭
和
脇

三
十
五
年
六
月
一
日
よ
り
昭
和
三
十
…
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
『

で
一
回
接
種
）
　
　
　
　
　
　
ρ

　
〔
第
三
期
〕
該
当
者
　
　
　
　
”
”

昭
和
三
十
八
年
四
月
小
孝
校
へ
入
学
…
…

す
る
も
の
（
一
回
接
種
す
る
）
　
　
協

　
〔
第
四
期
〕
該
当
者
　
　
　
　
　
．
、

小
学
校
六
年
生
（
一
回
接
種
す
る
）
一
．

校
内
の
水
に
つ
い

て　
十
日
町
中
学
校
二
年

　
　
島
　
田
　
佳
　
枝

私
は
「
校
内
の
水
」
と
い
う
こ
と

　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
に
つ
い
て
述
べ
で
み
た
い
と
思
い
ま

一
　
　
　
　
　
　
　
　
…
㎜
す
．

噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
達
の
学
校
の
水
は
、
一
つ
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
か
ら
い
く
つ
に
も
、
い
ろ
く
の
場

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
所
へ
ひ
い
て
あ
る
た
め
に
、
料
理
室

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
や
理
科
室
な
ど
で
使
っ
て
い
る
と

｝
昭
和
三
十
六
年
六
月
一
日
よ
り
昭
和
…
卿
便
所
の
水
が
出
な
く
な
り
ま
す
。
ま

≡
一
十
七
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
川
㎜
た
、
料
理
室
な
ど
は
昼
休
み
中
に
使

ま
れ
た
も
の
、
及
び
昭
和
三
十
五
年
…
㎜
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
御
飯
を
食
べ

六
月
一
日
よ
り
昭
和
三
十
六
月
五
月
…
…
る
前
に
手
を
洗
い
に
行
っ
て
も
、
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

　
あ
る
人
は
、
田
川
か
ら
ひ
い
て
こ

い
ぱ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
考
え
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
田
川
じ

ゃ
少
し
遠
す
ぎ
る
ん
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
も
し
、
校
舎
が
み
ん
な
燃

え
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
。
千
百
人
も
の
人
数
で
、
一
緒
に

勉
強
で
き
る
場
所
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
　
今
ま
で
の
例
を
ま
と
め
て
み
ま
す

と
、
①
水
が
出
な
い
た
め
、
水
の
必
要
な

　
と
き
に
は
、
足
洗
い
場
ま
で
い
か

　
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
せ
ま
い
場

　
所
に
行
列
を
つ
く
ら
な
け
れ
ぱ
な

　
ら
な
い
。
便
所
へ
行
っ
た
と
き
、

　
手
を
洗
わ
な
い
人
が
出
て
き
て
い

　
る
。

②
水
筒
を
持
っ
て
く
る
の
は
よ
い
が

　
授
業
中
に
こ
っ
そ
り
飲
む
者
が
出

　
て
く
れ
は
、
学
習
に
身
が
入
ら
な

　
な
く
な
る
。

③
火
事
が
起
っ
た
ら
、
大
へ
ん
な
こ

　
と
に
な
る
．

六
雲
月
三
士
星
ま
れ
の
も
の
…
溜
な
い
こ
と
が
あ
呈
す
．
た
い
な
ど
で
す
・
ま
だ
ほ
か
に
も
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
て
い
の
人
は
理
科
室
に
行
っ
て
洗
う
ん
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
，

　
　
　
…
…
の
で
す
が
、
理
科
室
は
手
を
洗
う
所

　
　
　
㎜
…
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
る
人
が
ど

　
　
　
協
ん
な
に
迷
惑
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
皿
…
そ
れ
で
、
し
カ
た
な
し
に
足
洗
い
場

　
　
　
凱
ま
C
行
く
入
、
や
＾
ノ
と
少
し
な
か
ら

　
　
　
”
…
出
る
前
に
行
列
を
作
っ
て
い
る
八
、

　
　
　
卿
…
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
　
　
　
男
子
に
多
い
の
で
す
が
、
便
所
か

　
　
　
帥
…
ら
出
て
来
て
水
が
出
な
い
と
「
お
ら

校
校
㎜
㎜
め
ん
ど
く
せ
っ
け
に
、
洗
わ
ね
よ
」

い
す
れ
に
し
て
も
私
た
ち
の
生
活
上

で
｝
番
大
切
な
間
題
で
す
。
人
間
生

活
の
上
で
一
ぱ
ん
使
わ
れ
、
一
番
貴

重
な
水
！
こ
の
水
が
足
り
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
大
へ
ん
悲
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
問
題
は
、
弁
論
大
会
に

は
度
汝
で
た
間
題
で
す
。
そ
し
て
結

極
は
「
早
く
直
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
結
論
で
し
た
。
で
も
こ
う
い
う
と

テ
レ
ビ
の
見
方
に

つ
い
て

　
　
十
日
町
中
学
校
三
年

　
　
　
中
　
林
　
美
恵
子

　
今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
に
は
、
私
た

ち
は
｝
部
分
の
人
を
除
い
て
は
、
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
日
テ
レ
ビ
は
、
家
具

よ
う
に
受
け
と
る
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
番
組

の
中
に
は
、
た
だ
興
味
本
位
の
内
容

の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
大
て
い
は

そ
の
番
組
の
製
作
者
が
、
私
た
ち
視

聴
者
に
「
は
た
し
て
、
こ
ん
な
こ
と

が
行
な
わ
れ
て
い
い
の
か
？
」
と
疑

聞
を
な
げ
か
け
て
い
る
の
だ
、
と
受

け
と
る
こ
と
は
無
理
で
し
ょ
う
か
。

の
一
部
と
な
り
、
専
門
家
は
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
の
実
用
化
に
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
で
す
．

　
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
、
い
ろ
く
の

意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
私
た

ち
に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
思
恵
は
偉

羅
難
　
㎜
難
｝
鱗
　
鱗
隷
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
誓
羅
の
の
協
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
な
で
五
円
で
も
＋
円
で
も
・
ア
イ
界
各
国
の
い
ろ
い
ろ
な
珍
し
い
風
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
中
協
ま
た
、
あ
る
組
で
は
水
筒
を
持
っ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
た
べ
て
し
ま
や
風
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
習
…
ぞ
来
て
い
ま
す
。
水
筒
を
持
っ
て
来
っ
た
と
思
え
ば
・
出
せ
る
ん
じ
ゃ
な
そ
し
て
、
目
か
ら
耳
か
ら
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罵
作
学
…
㎜
る
の
は
大
い
に
結
好
で
す
が
、
授
業
い
で
し
ょ
う
か
・
み
ん
な
で
そ
の
気
な
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

…
犠
〕
〕
川
…
中
に
こ
っ
そ
り
飲
む
人
が
出
て
き
は

・
■
上
下
”
…

　
・
し
「
…
…
し
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
…
｝
そ
れ
に
、
も
し
火
事
が
起
き
た
ら

　
　
　
　
瓢
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
思
っ
て
み

に
な
れ
ぱ
、
な
ん
で
も
や
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
み
な
ざ
ん
、
先
輩
た
ち
が
図
書
舘

を
作
る
た
め
に
貯
め
た
お
金
に
比
べ

　
し
か
し
、
こ
の
テ
レ
ビ
の
影
響
で

私
た
ち
青
少
年
の
犯
罪
な
ど
が
増
え

て
い
る
と
、
週
聞
誌
や
新
聞
の
紙
面

を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
．
確
か
に
殺

で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
肯
定

し
て
受
け
と
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
頭
の
中
で
、
も
う
一
度
考
え
直
す

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
1
正

し
い
善
悪
の
判
断
力
を
を
も
っ
て
。

そ
う
す
れ
ぱ
必
す
、
ま
ち
が
っ
た
英

雄
崇
拝
的
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
．

　
私
達
は
交
明
の
つ
く
り
あ
げ
た
テ

レ
ビ
と
い
う
も
の
を
、
よ
り
よ
い
方

向
に
利
用
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

も
っ
と
考
え
た
見
方
を
工
夫
す
ぺ
き

で
は
な
い
か
。
私
た
ち
中
学
生
と
し

て
、
番
組
を
選
ん
で
見
る
と
か
、
も
『

っ
と
自
主
的
態
度
が
、
テ
レ
ビ
の
見

方
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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